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■研究調査レビュー

e-Learningシステムの可能性

下園幸一（鹿児島大学法文学部）

Learningは次のような教育現場で導入され

ている。

２．１．初等教育

1998年に文部科学省から告示された学習

指導要領は，小学校，中学校は2002年４月か

ら，高等学校は2003年４月から施行されて

おり，」情報技術の活用が強化された内容と

なっている。しかし，コンピュータやネット

ワークの整備が進む中，この'盾報技術の活用

が強化された学習指導要領に則った授業の指

導に関する教員のスキルアップに向けた取り

組みが課題となってきている。

そこで，JAPETOapanAssociationfor

PromotionofEducationalTechnology：社

団法人日本教育工学振興会）では，このよう

な人材の育成を目指して，2001年よりITCE

（InformationTechnologyCoordinator

forEducation：教育情報化コーディネータ）

検定試験制度を実施している。

２．２．高等教育

現在，大学では，少子化に伴う大学全入時

代の到来，また，国立大学の独立行政法人へ

の移行による高等教育機関を取り巻く環境の

変化により，今までの教育体系を見直し顧客

である学生や社会のニーズに応えた高等教育

サービスを提供していこうという存亡をかけ

た取り組みがなされている。

独立行政法人メディア教育開発センターが

2003年度（2003年12月）に実施した４年制

大学・短期大学・高等専門学校を対象にした

「高等教育機関におけるＩＴ利用実態調査：

配布数2343有効回答1389回収率59.3％」に

よると，４年制大学でＩＴを利用した授業の

配信をしている機関は16.5％，短期大学は

１．はじめに

近年の著しい'情報通信技術（ＩＴ）の発達

に伴い，社会のあらゆる分野で高度情報化が

進んでいる。それは小・中・高等学校や大学

といった教育機関においても例外ではなく，

コンピュータを積極的に導入し，コンピュー

タネットワークを活用することで「教育の情

報化」を図ることが求められている。また，

学校教育だけではなく，企業内教育・社会人

学習・生涯教育のように様々な分野の教育現

場でも同様に「教育の'情報化」が求められて

いる。

「教育の情報化」において最も注目を集め

ているものがe-Learning（electronic

Leaming）である。

本稿では，e-Learningについて紹介すると

ともに鹿児島大学での取り組みについて説

明する。

２．e-Leamingとは

e-Learningとは，コンピュータやネット

ワークを利用した教育という意味がある。e-

Leamingの定義は人によって意見が異なり，

e-Learningに対する認識は広義でひどく暖

昧である。先進学習基盤協議会（ＡLIC）編著

『ｅラーニング白書2003/2004年版』による

と，e-Learningとは「情報技術によるコミュ

ニケーション・ネットワーク等を使った主体

的な学習」のことで，学習者と教育者の間に

インタラクティブ↓性が提供されている。曰本

においては2001年に政府が「e-Japan戦略」

を掲げ，「ＩＴ基本法（高度』情報通信ネット

ワーク社会形成基本法)」が制定され，この時

期から教育の'情報化が本格的に始まった。ｅ‐
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7.7％，高等専門学校は11.9％と結果が出て

いる。なお，ＩＴを教育に利用する目的とし

ては，「教育の効果を上げるため｣，「広報活動

のため｣，「事務運営効率化のため｣，「学生の

動機付けを高めるため」という答えが多い。

なお，ＩＴ利用の障害としては，「導入費用が

かかる｣，「支援スタッフが不足している」と

いう答えが多い。

２．３．専修学校・各種学校

ダブルスクールの学生や，専門知識を身に

着けたいが仕事が忙しくて時間が取れない社

会人にとって，時間的，地理的制約を受けな

いe-Learningによる学習形態は非常に便利

である。2002年に「専修学校インターネット

教育高度化推進事業プロジェクト」が全国

944校を対象にアンケート調査を実施したと

ころ，授業にコンピュータやインターネット

などの情報技術を利用している学校が半数を

超える結果となった。先に述べた４年制大学

や短期大学と比較すると，専修学校の』情報技

術利用率は明らかに高い。

２．４．企業内教育

e-Learning市場の多くを占めるのが，この

企業内研修である。2002年に先進学習基盤

協議会（ＡLIC）が実施した「eラーニングに

関するアンケート調査:配布数3026回答企業

数138回収率４６％」によると，138社のうち

38.4％がe-Learningを導入済みであることが

わかった。従業員数5000人以上の大企業の

導入率は68.2％にもおよぶ。導入の目的につ

いては，「研修の効率化を図るため」という回

答が多く，コスト削減を目的としている企業

が多い。

２．５.生涯学習

生涯学習とは，「仕事に役立つ知識や技術

を身につけ，生きがいのある充実した人生に

するために，必要に応じて自分に適した手段

や方法を選んで，生涯を通じて行う学習活

動」のことである。生涯学習にはあらゆる学

習活動が含まれ，趣味，資格取得，スポーツ

活動，芸術・文化活動，地域づくり活動，国

際交流活動，ボランティア活動等，社会教育

分野のものまで幅広いものがあり，学習の方

法には，通信教育，テレビ，本，新聞，イン

ターネットなどを利用して個人で行う学習だ

けでなく，学校や公民館，民間のカルチャー

センター等で行われる集合形態のものもある。

生涯学習においてe-Learningとは，時間

的・地理的問題，コスト面の問題で学習した

くてもできないでいる社会人や高齢者などの

学習者にとって，非常に魅力的な学習形態で

あろう。

３.e-Learningのメリット

ｅLearningの効果・長所として一般に挙げ

られているものは以下の通りである。

１．時間と場所と人数の制約なしに学習を行

うことができる

２．受講者のレベルに合わせて，必要なコン

テンツのみを学習できる

３．遠隔地同士や，グループ内およびグルー

プ間での双方向コミュニケーションが同

期。非同期で行いやすい

４．集合教育と比較して，トレーナー人件費

や宿泊交通費などの費用が削減でき，安

価に学習を提供できる

5．知識の変化に合わせて，教材内容の更新

をすばやく行うことができる。また，繰

り返し利用が可能になり，不特定多数の

学習者が受講可能となる

6．学習内容や学習システム上の質疑応答や

オンラインヘルプなどのサポートを受け

やすい

7．受講者'情報や学習の進捗状況がリアルタ

イムに把握できるため，学習管理が容易

であり，学習者個人に応じたインタラク

ティブな対応や指導を行いやすい

8．マルチメディア教材の利用，双方向コ

ミュニケーションによる協調学習，シ

ミュレーションを利用した体験学習，イ
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ンタラクティブな質疑応答，従来の集合

研修など，様々な学習形態を組み合わせ

たブレンディドラーニングを試みること

で，従来の講義型授業や集合研修では学

習できなかった高度な知識を習得できる

可能性がある

９．世界標準のプロトコルを用いることによ

り，教材の互換』性，汎用'性，操作性が向

上する

これらの長所をうまく活かすことができれ

ば，学習者間や教員との間に知識の活用や共

有化，生成がなされる学習環境を構築するこ

とができると考えられえる。

置づけを考えた。

大学では，大講義室で教員が学生に一方的

に講義し，学生はそれを聞いて，ノートを

とっているだけ，という授業形態が多い。教

科書を使わず授業内容の情報は教員の板書の

みというのも，文系の学部ではよく見られる。

これでは，板書をノートに写したもので復習

はできても，前もって予習をすることはでき

ない。

そこで，学生がe-Learningシステムを活用

して，「講義前に講義で使用する資料をダウ

ンロードすることで予習し，講義後には，自

分のノートとビデオコンテンツで再度授業を

閲覧することで復習し，電子掲示板などのコ

ミュニケーションツールで教員に質問したり，

他の学習者と知識を共有する（図１）」ことで，

講義への理解度が深まり，より効果的な学習

4．鹿児島大学でのe-Learningシステムの試

用

まず，導入すべきe-Larningシステムの位

図１：e-Learningシステムを用いた学習のフロー
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効果が得られるのではないかと考えた。電子

掲示板では，他の学習者とディスカッション

などでやり取りをすることで学習者の学習意

欲を促進したり，学習者からの質問を教員が

回答することでＦＡQ機能を持たせる，といっ

たような効果が期待できる。このe-

Learningシステムを研究室のサーバに導入

し，EcoDreamと名づけ，下園が担当する授

業で運用した。

各講義のビデオ画像と講義で使用した

PowerPointファイルと融合させたコンテン

ツを作成しサーバにアップロードした。これ

は，講義後１週間の内にEcoDreamで公開し

た。

図３：公開した授業コンテンッ

５．奄美サテライト教室での可能性

今回構築したe-Learningシステムは，鹿児

島大学に通う学部学生を対象にしたものであ

る。しかしながら，e-Learningシステムの最

大のメリットは「遠隔地での教育」「時間と場

所を選ばない」である。現在奄美サテライト

教室での授業は｢集中講義｣形式となっており，

予習，復習，授業終了後の学生へのサポート

が難しい状況である。ここにe-Learningシ

ステムを生かすことができると考える.

コンピュータを利用した学習というと，全

てをコンピュータ上で行うと考えがちである

が，これでは，学習者の学習意欲を継続的に

維持できない。あくまでも対面による教育が

基本であり，コンピュータやネットワークを

利用したシステムはそれを補うものである。

このバランスを考慮し，奄美サテライト教室

での授業を有効に生かせるようなe-

Learningシステムを考えていきたい。

なお，EcoClreamで公開した授業の一部は

http://pixeLlehkagoshima-u・ａｃ・jp／

ecodream/よりアクセス可能である（講義

資料のみ)。参照していただきたい。

図２：Ｅｃｏｄｒｅａｍのトップ画面

４．１．EcoDream運営作業

これまでに2003年度に「システム設計｣，

2004年度に「システム設計」「オペレーティ

ングシステム論」と，計３つの授業に

EcoDreamを導入した。いずれの授業も授業

形態は大講義室における集合型授業である。

４．２．講義前

受講者が予習できるように講義の３日前

までに講義で使用する資料を公開した。資料

のアップロードは基本的に資料が完成次第，

教員が行った。

４．３．講義中

講義室に毎回，ＤＶ（DigitalVideo）カメ

ラ（１台)，三脚，プロジェクタを準備し，講

義風景をビデオに録画した。

４．４．講義後
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